
 

呉市業務委託一般競争入札（事後審査方式）公告共通事項 
 

 

１ 入札に参加する者に必要な資格に関する事項 

(1) 一般競争入札（呉市業務委託一般競争入札（事後審査方式）試行要綱（平成２６年２月１日実施）第１条に規定

する一般競争入札に限る。以下同じ。）に参加する者に共通して必要な資格（以下「共通資格」という。）は，次の

条件を全て満たす者とする。 

  ア 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項に規定する者に該当しないこと。 

  イ 一般競争入札に付する業務委託の業種について，呉市物件の買入れ，業務委託等に係る入札参加者等の選定に関

する規程（平成１５年呉市訓令第７号）第８条に規定する有資格業者名簿の登録（以下「呉市入札参加資格」とい

う。）があること又は市長が必要と認める資格を有すること。 

  ウ 一般競争入札に付する業務に必要な許可，登録等を有し，必要な資格を有する者を配置できること。 

  エ 呉市入札参加資格者指名停止要綱（平成９年４月１日実施）に基づく指名停止の措置又は指名停止に至らない事

由に関する措置を受けていないこと。 

オ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく更生手続又は

再生手続の開始の申立てがなされていないこと（更生手続開始後又は再生計画の認可決定後，呉市入札参加資格の

再認定を受けた者を除く。）。 

カ 呉市税の滞納がないこと。 

(2) 前号に規定するもののほか，発注する業務の性質又は目的に応じて定めることができる一般競争入札に参加する者

に必要な資格（以下「個別資格」という。）は，次の事項とする。 

ア 発注する業務の内容に応じ市長が別に定める業務実績を有すること。 

イ その他市長が特に必要と認める事項 

(3) 共通資格及び個別資格は，別に定めがある場合を除き，一般競争入札に係る公告の日から落札決定の日までの間の

いずれの日においても満たしていなければならない。 

２ 入札方法等 

(1) 一般競争入札に参加する者は，当該一般競争入札に係る公告に定める入札期日の入札時間内に，入札書及び積算

に係る内訳書（以下「内訳書」という。）を同一の封筒に入れ，封かんし，印章による封印を施し，当該封筒の表に

一般競争入札の件名及び公告番号並びに入札者の住所及び商号等名称を記入したものを入札場所へ持参し，入札箱に

投かんする方法により入札しなければならない。 

(2) 入札に参加する者は，適切な積算に基づいて内訳書を作成し，入札するよう努めなければならない。 

(3) 入札者は，提出した入札書及び内訳書の書換え，引替え又は撤回をすることができない。 

(4) 呉市入札心得第２項の規定により入札の無効となる場合のほか，次に掲げる入札は，これを無効とする。 

  ア 第１号の要件を欠く入札   

  イ 記名押印に係る商号等名称，代表者の職・氏名，住所，使用印鑑等が呉市入札参加資格の認定に係るものと異な

り，意思表示が不明瞭である入札 

  ウ 必要な記載事項を確認できない入札 

  エ 内訳書の業務価格と入札書の記載金額が異なる入札 

  オ 所定の項目についての記入を欠き，又は所定の項目を変更した内訳書を提出した入札 

カ 入札に際して不正な行為があった者の入札 

３ 入札保証金 

  呉市契約規則（昭和３９年呉市規則第５０号）第９条の定めるところによる。 

４ 開札等手続 

(1) 一般競争入札に係る最低制限価格の決定及び開札（以下「開札等」という。）は，入札者及び当該入札事務に関係

のない職員を立ち会わせて行うものとする。ただし，入札者が立ち会わないときは，当該入札事務に関係のない職員

のみを立ち会わせて行うものとする。 

(2) 開札等に立ち会う入札者は，立会いの時に開札参加届を持参し，提出しなければならない。この場合において，開

札等に立ち会う入札者は，同一の入札に係る開札等の立会いについて，他の入札者の代理人を兼ねることができない。 



(3) 一般競争入札に係る開札は，当該一般競争入札に係る最低制限価格を決定した後に行うものとする。 

(4) 当該一般競争入札に係る最低制限価格を決定したときは，最低制限価格調書を作成し，当該最低制限価格を読み上

げるものとする。 

(5) 複数の一般競争入札に係る開札を行う場合は，それぞれの一般競争入札に係る最低制限価格の決定は案件ごとに公

告番号の順序で行うものとする。 

(6) 一般競争入札に係る開札においては，外観上明白な無効の入札以外の入札について，当該一般競争入札に係る予定

価格の制限の範囲内で当該一般競争入札に係る最低制限価格以上の価格をもって入札をした者のうち最低の価格を

もって申込みをした者（以下「最低価格入札者」という。）を落札候補者として決定し，その商号等名称及び入札金

額を読み上げるものとする。 

(7) 最低価格入札者が二人以上あるときは，当該最低価格入札者にくじを引かせて，落札候補者となるべき順位を決定

するものとする。この場合において，当該最低価格入札者のうち開札等に立ち会わない者又はくじを引かない者があ

るときは，これに代えて，当該入札事務に関係のない職員にくじを引かせるものとする。 

(8) 複数の一般競争入札に係る開札は，案件ごとに公告番号の順序で行う。 

(9) 一般競争入札に係る開札においては，落札の決定を行わない。 

５ 共通資格の審査等  

(1) 契約課長は，開札の終了後，当該一般競争入札に係る全ての入札者について，共通資格の有無及びその入札の有効

性に関する審査を行うものとする。 

(2) 契約課長は，前号の審査により，落札候補者が共通資格を有し，有効な入札をしたと認めたときは，当該落札候補

者を落札者として決定し，当該者に通知するものとする。ただし，当該一般競争入札に係る個別資格を定めている場

合は，この限りでない。 

(3) 第１号の審査により契約課長が共通資格を有しないと認めた者の入札は，無効とする。 

(4) 契約課長は，前号の規定により落札候補者の入札が無効となったときは，次順位の者を落札候補者として決定し，

当該者にその理由を付して通知するものとする。 

６ 資格要件確認書類の提出 

市長は，前項第２号ただし書の場合においては，同項第１号の審査により，共通資格を有し，有効な入札をしたと認

められた落札候補者に対し，期限を指定して当該一般競争入札の公告に定める個別資格に係る資格要件を確認できる書

類（以下「資格要件確認書類」という。）を提出させるものとする。 

７ 個別資格の審査 

(1) 契約課長は，第５項第１号の審査により，共通資格を有し，有効な入札をしたと認められた落札候補者について，

個別資格の審査を，前項の規定により提出された資格要件確認書類に基づき，主管課長と協議して行うものとする。 

(2) 契約課長は，前号の審査により，落札候補者が個別資格を有すると認めたときは，当該落札候補者を落札者として

決定し，当該者に通知するものとする。 

(3) 第１号の審査により契約課長が個別資格を有しないと認めた者の入札は，無効とする。 

(4) 契約課長は，前号の規定により落札候補者の入札が無効となったときは，次順位の者を落札候補者として決定し，

当該者にその理由を付して通知するものとする。 

(5) 資格要件確認書類の提出を求められた落札候補者が次のアからエまでのいずれかに該当する場合は，その者は個

別資格を有しないものとみなす。 

ア 指定された期限までに全ての資格要件確認書類の提出をしない場合 

イ 市長が資格の確認のために行った指示に従わない場合 

ウ 提出した資格要件確認書類に虚偽の記載があった場合 

エ 提出した資格要件確認書類により資格の有無を確認できない場合 

８ 設計書等の提示 

一般競争入札に付する業務に係る設計書等については，呉市ホームページに掲載する方法等により提示するものとす

る。 

９ 入札結果の公表 

一般競争入札の結果については，呉市ホームページに掲載する方法等により公表するものとする。 

１０ 契約保証金 

  呉市契約規則第３６条の定めるところによる。 



１１ その他 

 (1) 一般競争入札に応札した者は，当該応札に係る業務の下請負人になることはできない。 

(2) 一般競争入札に係る書類の作成及び提出に要する費用は，提出者の負担とする。 

(3) 一般競争入札のために提出された書類は返却しない。 

(4) 一般競争入札のために提出された書類は，公正取引委員会及び警察に提出する場合がある。 

(5) 一般競争入札に参加する者は，呉市契約規則，呉市業務委託一般競争入札（事後審査方式）試行要綱等の規定に従

わなければならない。 


